私立愛高文高等学校　二年
文倉　太郎



汐干狩家族真四角保ちけり
なつぞらのはしをおいかけてゆくあそび
人里に離るることを霜の知る古池や　　かはづ飛び込む　　水の音
古池やかはづ飛び込む水の音
五七五でスペースを空けない
スペースを空けず、一行棒書きにする
（※表現方法としての
スペースは可。）
○
ここに注意してください！！
（応募時は本テキストボックスごと消してください。）
◆ファイル名を【部門・学校名のひらがな(”県立”などの属性や”高校”を除く・略称不可)・学年(ローマ数字・全角）・氏名・初句】の順で、それぞれスペースを空けて記したものにして下さい。
例：俳句　あいこうぶん　２年　文倉太郎　汐干狩.docx 
◆複数人数応募の場合は一つにまとめず、お手数ですが、生徒一人ごとにファイルを作ってください。　
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